
<< 開 催 趣 旨 >> 
近年、地球温暖化などの環境問題や急速な高齢化を背景に、徒歩と公共交通を補完す

るような「環境にも人にもやさしい」新たな交通システムが求められています。 
 
昨年の東日本大震災が起きた際も、道路の被害、電力・燃料の制約などの中で、自転

車やバイクをはじめとする「パーソナル・モビリティ」と呼ばれる乗り物の活用が見ら
れたほか、カーシェアリングなどの導入実験も進みました。自動車メーカーなども積極
的に開発に取り組んでおり、新たな成長分野として注目度が高まりつつあります。 
 

こうした状況を踏まえ、バスとマイカーの間に位置する中間的な公共交通「パラトラ
ンジット」と、個別交通の乗り物「パーソナル・モビリティ」に着目し、様々な世代
に、平常時・災害時の両方で受け入れられる新たな交通システムのあり方を検討するた
め、標記のフォーラムを結成致しました。 
 

今般、国土交通省主催の「第３３回総合的交通基盤整備連絡会議」に合わせ、様々な
分野の「パーソナル・モビリティ」の企業・団体の取り組みを紹介するとともに、試乗
会を２日間にわたり開催する運びとなりました。 
 

市民、観光客の皆さまにぜひ試乗を体験していただくとともに、今後のより良い交通
システムづくりにご協力いただければ幸いです。 
 

ＰＰＭF 事務局  

パラトランジット ＆ パーソナル・モビリティ フォーラム 2012 in 姫 路 

(ＰＰＭＦ :  Paratransit & Personal Mobility Forum) 
展示・試乗会開催のご案内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【開催日時】  平成２４年 ５月３１日（木） １２：００～１７：００ 

   ６月 １日（金） １０：００～１６：００ 

【開催場所】 イーグレひめじ１階（試乗会は大手前公園） 
 

【出展者と展示・試乗内容】 
（事務局を除き五十音順） 

出 展 者 展 示 内 容 
試 
乗 

参    考 

パラトランジット ＆ 
パーソナルモビリテ
ィ・フォーラム 事務

局 

パラトランジット、パーソナル・
モビリティ等の現状と 

東日本大震災での活用事例 
  

（株）アイソテック 
緊急救護常設装置「救多郎」 

 
の紹介・展示 

 

 

 

【別紙】

平成２４年５月２４日



出 展 者 展 示 内 容 
試 
乗 

参    考 

アイン工機（株） 
（モービルジャパ

ン） 

電動トライク「ラビット３」 
 

の紹介・展示 
○ 

 

(有)エムアイケアー 

車いすのまま乗車できる 
 

電動トライク 
 

の紹介・展示 

○ 

 

（株）カワムラサイ
クル 

ユニバーサル自転車 
 

「COOL'cle（クークル）」 
 

の紹介・展示 

○ 

 

(有)サポートマーケ
ティングサービス 

水陸両用車「ＡＲＧＯ」 
 

の紹介・展示 
○ 

 

（社）日本交通計画
協会 

都市交通としての 
自転車利活用環境の整備 

  

復建調査設計（株） 

交通結節点の交通改善に向けた 
ミクロ交通シミュレーション＆ 

AR（拡張現実）を用いた 
移動支援ツールのご紹介 

  

（株）本田技研工業 
電動車いす「モンパル」 

 
の紹介・展示 

○ 

 

 
 
 

お問い合わせ先： 

(社)日本交通計画協会 

(株)サンビーム 

酒井 

竹浪、渋谷、豊辺 

TEL 03-3816-1791 
TEL 03-3239-7070 

 

協力：国土交通省 総合政策局 参事官室（総合交通体系） 

兵庫県 県土整備部 県土企画局 交通政策課 

姫路市 都市局 交通計画室 


